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IUU漁業対策フォーラムが水産流通適
正化法に対する共同声明を発表
IUU漁業対策フォーラム（WWFジャパン、株式
会社シーフードレガシー、セイラーズフォーザシー
日本支局、ザ・ネイチャー・コンサーバンシー、
他）は、2022年5月23日、武部新農林水産
副大臣と、神谷崇水産庁長官に「特定水産動
植物等の国内流通の適正化等に関する法律」
（水産流通適正化法）に対する共同声明を
手交しました。

共同声明はASCを含む国内外の17の団体、組
織により発表され、本法への歓迎と日本政府の
リーダシップに対する期待とともに、より実効性ある
IUU漁業撲滅対策となるよう改善を求めていま
す。

「特定水産動植物等の国内流通の適正化等に関する法律」の省令発布を歓迎し、IUU漁
業対策の更なる改善を求める共同声明」の本文はこちら（PDF:976kb）

https://iuuwatch.jp/wp/wp-content/uploads/2022/05/Joint_Statement_20220523.pdf


ASCとFEAPの提携

先月のニュースレターでもお伝えしましたが、ASCは、4月26日～28日にバルセロナで開催された
Seafood Expo Global（SEG）2022に出展いたしました。

そこで、ASCと欧州水産養殖生産者連盟Federation of European Aquaculture 
Producers（FEAP）は、覚書に署名を行いました。ここで、増大する食糧需要への解決策を
提供する、責任ある養殖業という共通のビジョンに向けて、協力することを約束しました。この提携
は、持続可能な食糧システムの重要性が、ヨーロッパでもその他の場所と同様に認められるように
なっていることから実現しました。詳細記事は以下をご覧ください。

https://jp.asc-aqua.org/news/latest-news/collaboration-to-raise-profile-of-european-aquaculture/

https://jp.asc-aqua.org/news/latest-news/collaboration-to-raise-profile-of-european-aquaculture/


エビ基準の更新およびRAS新規格

ASCエビ基準の改訂版、及び、閉鎖循環式（Recirculating Aquaculture System : RAS）
養殖場専用となる新しい要求事項を発表しました。
 改定版ASCエビ基準
エビ基準の改定により、新しいエビの種属が基準に追加されました。これにより、淡水エ ビや国内のク
ルマエビなどより多様なエビ養殖業者の方々と共に、責任ある養殖のための厳格なASC要求事項に
取り組むことができるようになりました。

 RAS（閉鎖循環式）規格の新設
RAS（閉鎖循環式）養殖の利用増加を
鑑みて、私達は、RAS養殖場専用の新しい
要求事項を含むRAS規格を策定しました。
この新規格には、エネルギー監視や排出量
削減のための戦略策定、水資源への悪影
響の最小化などの要件が含まれます。RAS
養殖場は、養殖している魚種特有のASC基
準の要件を全て満たすことに加え、RAS規
格の要件も満たす必要があります。



国内大学初！食堂で初のサスシー

詳細は
https://www.yokohama-cu.ac.jp/news/2022/20220506sasusiproject.html

横浜市立大学金沢八景キャンパスの生協食堂では、国内の大学では初めてとなるMSC／ASC 
CoC認証に対応した「サステナブル・シーフード」を使用したメニューの提供を開始しました。

SDGsに取り組む学生団体「TEHs」（テフズ）の学生が、授業の中でサステナブル・シーフードの
取組を学び、限りある水産資源を絶やさないために今自分たちにできることを考え、「サスシープロ
ジェクト」を立ち上げました。

今後の学生たちの取り組みに期待したいですね！

https://www.yokohama-cu.ac.jp/news/2022/20220506sasusiproject.html


サステナブル・シーフード専門BtoBサイト
「Sustainable Seafood Catalog」
株式会社シーフードレガシーは、サステナブルシーフードに特化した売買をサポートする、日本初の
BtoB専門ウェブサイト「Sustainable Seafood Catalog」を運営しています。ASC認証製品も、
現在約30製品掲載されており、今後も随時増やしていく予定のようです。ASC認証水産物を探し
ている企業の方はもちろん、販売したい方も掲載可能ですので、ご興味ある方は是非ご利用ください
ませ。

【お問い合わせ】
株式会社シーフードレガシー
孫 凱軍（ソン・カイグン）
Tel : 070 3224 2920
E-mail : kaijun.sun@seafoodlegacy.com



国内ASC養殖場認証取得数
2022年5月1日現在、国内養殖場の認証取得状況をお知らせします。
８1養殖場（１４件） 審査中養殖場：19養殖場（1件） ★ウェブサイトからもご覧いただけるようになりました★

企業数 養殖場数 生産企業・漁協 所在地 魚種 ラテン名（英語名） 認証状態（取得順）

1 5 宮城県志津川漁協戸倉 宮城県 牡蠣 Crassostrea gigas 取得(Pacific cupped oyster )

2 3 黒瀬水産 （日本水産） 宮崎県 ブリ Seriola quinqueradiata 取得(Japanese amberjack)

3 1 グローバルオーシャンワーク 鹿児島県 ブリ Seriola quinqueradiata 取得(Japanese amberjack)

4 70 宮城県漁業協同組合 石巻地区支所・石巻湾支所・
石巻市東部支所 宮城県 牡蠣 Crassostrea gigas 取得(Pacific cupped oyster )

5 1 アクアファーム （マルハニチロ） 大分県 ブリ Seriola quinqueradiata 取得(Japanese amberjack)

6 1 ユーグレナ 沖縄県 ユーグレナクロレラ Euglena gracilis (Euglena) 取得Chlorella sorokiniana (Chlorella)

7 1 鹿児島県東町漁協 鹿児島県 ブリ Seriola quinqueradiata 取得(Japanese amberjack)

8 1 奄美養魚 （マルハニチロ） 鹿児島県 カンパチ Seriola dumerili 取得(Greater amberjack)

9 1 ジャパンサーモンファーム 青森県 ニジマス Oncorhynchus mykiss 取得(Rainbow trout)

10 1 FRDジャパン 千葉県 ニジマス Oncorhynchus mykiss 取得(Rainbow trout)

11 1 マルキン 宮城県 銀鮭 Oncorhynchus kisutch 取得(Coho salmon)

12 1 ダイニチ 愛媛県 マダイ Pagrus major 取得(Red seabream)

13 2 弓ヶ浜水産株式会社 鳥取・新潟 銀鮭 Oncorhynchus kisutch 取得(Coho salmon)

14 1 熊本県海水養殖漁業協同組合 熊本県 マダイ Pagrus major 取得(Japanese seabream)

(15) 19 宮城県漁協北上町十三浜支所青年部グループ 宮城県 ワカメ・コンブ Undaria pinnatifida (Wakame) 審査中Laminaria japonica (Kelp)

https://www.asc-aqua.org/ja/asc-certification-search/find-a-farm/


認証済および審査中の養殖場

2022年5月1日現在



魚種別による認証生産量

2022年5月1日現在



ASC認証データ
• ASC養殖場認証取得者数
世界：1697 （前年 1400 ）
国内：81 （前年 67      ）

• ASC CoC認証取得者数（標準）
世界：2794（前年 2553 ）
国内：169 （前年 155  ）

• ASCロゴ付き消費者向け製品数
世界：21,404 製品
国内：449 製品

2022年5月1日現在

CoCリスト

こちらより
ダウンロードできます

ASC商品を取り扱っている国内のCoC企業
（169社）5月1日現在
日本語のCoCリストを作成しましたので、ご
興味のある方はダウンロードしてください。

https://jp.asc-aqua.org/wp-content/uploads/sites/9/2022/05/202205-CoC-Species.pdf


ASC認証に関する商品/メニュー/サービス
PR コーナー開始

毎月のニュースレターに、商品/メニュー/サービスに関するPRコーナーができました。CoC認証を取
得している企業や認証水産物に興味のある企業の担当者全員へ送っているので、主要マーケット
へダイレクトに宣伝することができます。
毎月、先着順にて掲載させていただきます。この機会に是非ご利用くださいませ!

【お申し込み方法】
ご希望の方は以下のファイルに必要情報を記入し商品や参考画像と共にお送りください。
https://www.asc-aqua.org/wp-content/uploads/2020/06/ASC-Product-PR-Sheet.xlsx
担当: 松井(daisuke.matsui@asc-aqua.org)

https://www.asc-aqua.org/wp-content/uploads/2020/06/ASC-Product-PR-Sheet.xlsx
mailto:daisuke.matsui@asc-aqua.org


代々木上原 Concerto(コンチェルト)

商品PR

アロマフレスカグループ、（現）TACUBO等で研鑽を積んだ井口隆之さんが2013年に開業。オープン初年度よ
り本年に至るまでミシュランガイドビブグルマン部門掲載。イタリア料理をベースに、日本の食文化のシームレスな
多様性を表現した料理が特徴です。ASC認証のマダイ、カキ、サーモン、バナメイエビなど季節に合わせ、様々な
メニューに取り入れて提供中です。また随時、新たな認証商材のメニュー導入を検討しているようです。

Concerto
TEL:03-6804-8794
住所:〒151-0064 東京都渋谷区上原1-29-5 BIT代々木上原 B1F
ランチ:(土・日・祝日のみ) 11:30～ 14:00 L.O
ディナー:18:00 ～ 23:00 L.O
定休日:不定休
https://uehara-concerto.com

https://uehara-concerto.com/


ASC（水産養殖管理協議会）ジャパン
https://jp.asc-aqua.org/

このニュースレターに関する問い合わせ先
担当︓川田 直美

Email: naomi.kawata@asc-aqua.org
記事を二次利用されたい方は、お問い合わせください

※配信停止をご希望の方は、送信元へ「配信停止」とご連絡ください。

https://jp.asc-aqua.org/
mailto:naomi.kawata@asc-aqua.org
mailto:naomi.kawata@asc-aqua.corg?subject=Unsuscribe
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